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論文内容の要旨
本論文は媒質中における中性子波(中性子数の密度波)の伝播現象に関する知見をうるためのパル
ス伝播法を確立することを目指したもので，第一部の 6 章と第二部の 5 章計11章からなっている。
第一部・第 1 章ではまづ既存の中性子波伝播法についての歴史的展望を行ない 時間空間的中性子
の振舞いを研究する上で、パルス伝播法の占める位置を明らかにし，その実験法に対する理論的根拠と
その目的についても述べている。第 2 章では水素化合物の層の中又は外表面に14 Mev の中性子をう
ち込むとき，他の面が伝播実験のための板状熱中性子源として用いられることを示し，最適の層の厚
さを決定している。第 3 章では第 1 章にのベた原理により代表的な減速材“黒鉛"について拡散係数
と熱化パラメータを測定し，その際振巾及び位相のおくれを表わす量に特異な共鳴が現れることを見
出している。その原因は熱中性子密度の伝播を表わす不連続モードが，結晶のプラッグ切断以下のエ
ネルギーをもっ透過性中性子の連続モードと干渉した結果であることを，黒鉛柱と鉛柱について行­
た測定結果が理論値と一致することを示すことにより第 4 章で立証している。第 5 章では黒鉛や鉛の
角柱の中では中性子スベクトルが場所的に変化することを示し，マックスウェル分布からの外れが冷
中性子の透過によるものであることを示した。第 6 章は以上 5 つの章のまとめである。
第二部は第一部によって中性子伝播につき得られた時間・空間両方についての知識を現実の原子炉
におけるいくつかの問題点に適用したものである。第 1 章は序論で，これら応用面での伝播法の発展
の経過をのベ問題点を明らかにしている。第 2 章は非均質系への応用で，特に格子系での異方性拡散
係数の測定におけるこの方法の有用性を示している。第 3 章では 2 領域系での中性子波の反射の問題
を追究し，第 4 章では増倍系への伝播法の適用例を示している。第 5 章は第二部全体のまとめである。
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論文の審査結果の要旨
本論文は多結晶媒質中にわける中性子波の伝播現象を記述する法則並びにそれに必要な物理量を導
入し，それらをパルス伝播法から決定する基礎的実験法を確立したものであるが，拡散係数，熱化係
数等が従来より高い精度で得られることも示しており，その結果は原子炉設計にとっても有用である。
以上の結果，本論文は原子力工学に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認め
る。
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